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まえがき 

この文書は，工業標準化法第 3 条の規定に基づき，日本工業標準調査会の審議を経て，厚生労働大臣及

び経済産業大臣が公表した標準仕様書（TS）である。 

この標準仕様書（TS）は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この標準仕様書（TS）の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があ

ることに注意を喚起する。厚生労働大臣，経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，

出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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機械類の安全性－機械の電気装置－ 

第 34 部：工作機械に対する要求事項 

Safety of machinery-Electrical equipment of machines- 

Part 34: Requirements for machine tools 

 
序文 

この文書は，2016 年に第 1 版として発行された IEC/TS 60204-34 を基に，技術的内容及び構成を変更す

ることなく作成した標準仕様書（TS）である。 

なお，この標準仕様書で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際技術仕様書にはない事項である。 

この標準仕様書は，IEC 60204-1：機械類の安全性－機械の電気装置－第 1 部：一般要求事項（第 6 版

2016 年 10 月）とともに用いられることを意図している。 

この標準仕様書は，IEC 60204-1 の対応する箇条を補足し，又は変更して，工作機械の電気装置に対す

る要求事項を取り扱う JIS の標準仕様書である。 

この標準仕様書が IEC 60204-1 の特定の箇条について規定していない場合は，その箇条を適用する。こ

の標準仕様書が，“追加”，“変更”，又は“置換え”と記載している場合は，関連する条文，注記，図及び

表をそれに応じて適用する。 

IEC 60204-1 に追加する附属書は，AA，BB，CC，DD，EE 及び FF の文字を付けてある。 

 

1 適用範囲 

注記 この標準仕様書（TS）の対応国際技術仕様書及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

IEC/TS 60204-34:2016 ， Safety of machinery － Electrical equipment of machines － Part 34: 

Requirements for machine tools（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-2 に基づき，“一致している”こ

とを示す。 

IEC 60204-1:2016 の該当箇条を適用するが，第 1 段落を次に置き換える。 

置換え： 

この標準仕様書は，稼働中に手で運搬できない工作機械に用いる，電気・電子・プログラマブル電子の

装置及びシステムについて規定する。連携して稼働する一群の機械も適用範囲に含む。 

この標準仕様書において，工作機械とは金属，木材，樹脂及び石材を材料の変形又は除去によって加工

するための全ての機械を意味する。工作機械の例は次によるが，これらに限定するものではない。 

－ 旋盤（すなわち，数値制御機能をもたない手動旋盤，簡易数値制御機能をもつ手動旋盤，数値制御旋

盤及びターニングセンタ，単軸又は多軸自動旋盤） 

－ ミーリング機械（ボーリング機械を含む。） 

－ マシニングセンタ 


